
県障害福祉課と要望懇談を行いました 10月29日（水）午前

手話言語条例などの法整備、意思疎通支援事業、災害対策、

療育、放送、公共施設、雇用、教育の各分野について、全部

で35項目の要望をもとに県障害福祉課と懇談を行いました。

重点的には、来年度開催の全国ろうあ女性集会への補助金、

意思疎通支援事業にかかる要綱の改正や謝礼などの予算増額

を求めました。今回は、初めて富山盲ろう者友の会の九曜会

長も同席しました。県障害福祉課からは、必要性については

認識しているが、予算が厳しく、検討させて欲しい、という

回答が多かったと思います。災害情報・避難等の連絡方法について、下記の情報を提供し

てもらいました。詳しくは協会・センターまでお問い合わせ下さい。

※県内の119番システム及び災害情報・避難等の連絡方法※

＜ＦＡＸ１１９＞すべての市町村で利用できます。連絡用紙も用意されており、役場の障

害福祉担当に問い合わせるか、ホームページから取ることもできます。ファックスの番号

は「１１９」で大丈夫です。

＜メール１１９＞富山市、高岡市、氷見市、砺波市、南砺市、小矢部市で利用できます。

事前に消防局や消防組合にアドレスなどを登録する必要があります。

＜メールによる災害情報・避難等の連絡＞事前にアドレスを登録すれば災害情報・避難な

どの連絡をメールで受信できます。ほとんどの市町村で利用できますが、まだ対応してい

ないのは富山市、立山町、入善町。今後整備予定とのことです。

（共同募金助成事業） 字幕・手話映像ライブラリー

手話奉仕員養成担当講師の研修会 たくさん利用して下さい。

12月12日〆切です。ぜひ申込を
今年度の新しい映像ライブラリーは

12月21日～３月８日、全４日６講座で手話奉 20タイトル入っています。仮面ライ

仕員養成講習会の新テキストの使い方、指導 ダーなどの映画、「ろうを生きる難

方法の学習をします。模擬講座やワークショ 聴を生きる」など。年末年始の休み

ップの時間も十分あります。ぜひたくさんの は特別にたくさん借りてもＯＫで

参加をお待ちしています。（案内は11月号に掲載） す。利用をお待ちしています。

★センター運営募金を

お寄せ下さい★

郵便振替口座；

00790 - 0 - 93002

名称；富山県聴覚障害者

センターを支える会

センター利用の実績 10月21日～11月20日
●来所者 合計約474名

聴障者約192名、健聴者約282名
●コミュニケーション支援コーディネート89件
●ライブラリー貸出 １件２本
●相談対応11件 ●部屋貸出42件

●協会とセンターのホームページ

http://www.tomichokyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ

ンター利用の「手引き」を配布してい

ます。

http://www.tomichokyo.or.jp



